
みんなで楽しく

広報

(4/4・野岳湖公園グランド〉

松原地区の親子のつどい野岳運動会(松原旭

区健全協主催〉が4月4日、地区の人だち約500

人の参加で行われましだ。

野岳湖を築造しだ深沢(義太夫の遺徳をしのぶ

とともに¥地区内の親ぼく、家族のきずなを深

めようと包年開催されている野岳運動会。ゲー

ム遊びゃダンス、ボールリレ一、綱引きなどが

あり、とても楽しくそしてなごやかです。

朝からのあいにくの小雨模様も¥競技が始ま

るとやわらかい光ガ差し込み¥親子のつどいを

やさしく包みこんでいましだ。

平成5年5月号
Na 1157 



緑
に
親
し
み
ま
せ
ん
か

ー
生
活
環
涜
保
全
林

J
9
わ
の
森
」

完
成

l

上諏訪地区生活環境保全林

マ

岳の木場公園

「
す
わ
の
森
」
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

( 

工
場
団
地
や
都
市
化
、
ガ
進
み
¥
緑
、
か
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
中
で
¥
森
林
の
あ
る
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
¥
県
お
よ
び
市
、
か
平

成
2
年
度
か
ら
3
か
年
計
画
で
整
備
し
て
き
た

生
活
環
境
保
全
林
「
す
わ
の
森
し
が
完
成
¥
3

月
ぬ
巳
¥
上
諏
訪
町
の
現
地
で
唆
工
式
ガ
行
わ

れ
ま
し
だ
。

「
す
わ
の
森
し
は
¥
周
辺
に
つ
つ
じ
の
名
所

で
あ
る
岳
ノ
木
場
公
園
や
¥
フ
戸
ミ
リ
|
施
設

「
琴
平
ス
力
イ
パ
ー
ク
し
、
か
あ
り
¥
自
然
に
恵

ま
れ
だ
環
境
の
良
い
所
で
す
。

面
積
は
約
叩
ヘ
ク
タ
ー
ル
¥
う
ち
約
怜
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
造
成
・
改
良
¥
サ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
な

「すわの森」完成を祝い、松本市長や緑の少年団

などにより、記念碑の除幕や記念植樹が行われま

した。 (3/29・上諏訪町)

約
4
・
4
h
の
塾
講
が
さ

れ
た
遊
歩
道

正

ど
灯
橿
5
4
2
0
本
の
花
木
、
ガ
植
え
ら
れ
て
い

る
ほ
か
¥
約
4
・
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
¥

遊
水
池
¥
芝
生
広
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す。
今
後
¥
敵
策
や
森
林
浴
に
よ
り
美
し
い
緑
に

ふ
れ
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
¥

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
¥
山
身
の
健
康
づ
く

り
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
芝
だ
き
疋
い
と
思

い
ま
す
。

式
に
は
¥
県
や
松
本
市
長
を
は
じ
め
市
関
係

者
¥
緑
の
少
年
団
な
ど
約
ペ
1
0
0
人
が
出
席
。

記
念
碑
の
除
幕
や
記
念
檀
樹
な
ど
で
¥
す
わ
の

森
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

っ“

環
境
美
化
な
ど
を
推
進

ー
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
総
会

l

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
(
田
中

賓
会
長
)
の
総
会
が
4
月
8
日、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
「
自
然
環
境
美

化
」
「
道
徳
・
規
律
の
保
持
」
「
豊

か
な
心
情
の
育
成
」
な
ど
の
活
動

推
進
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
さ
な
親
切
運
動
功
労

者
の
表
彰
や
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
題
し
て
の
講
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の

方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

井
手
斌
(
竹
松
本
町
)
、
下
山
達

雄
(
水
田
町
)
、
仲
村
カ
ネ
(
池
田

新
町
)
、
孫
シ
ゲ
子
(
池
田
新
町
)
、

武
藤
幸
子
(
池
田
新
町
)
、
東
山
タ

カ
(
池
田
新
町
)
、
吉
田
忠
男
(
西

三
城
町
)
、
故
・
田
中
信
一
(
水
、
王

町
2
丁
目
)
、
水
主
町
五
葉
会

小
さ
な
親
切
運
動
の
表
彰
な
ど
が

行
わ
れ
た
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

総
会

(
4
/
8
・
市
役
所
)



平成 5年 5月号広報おおむら

業
務
拠
点
の
第
1
号
を
目
指
し

地
帯
顕
を
オ
フ
ィ
ス
・
戸
ル
カ
デ
イ
戸
推
進
室
に

昨
年
ロ
月
、
大
村
市
を
は
じ
め

と
す
る
2
市
叩
町
が
地
方
拠
点
都

市
地
域
の

一
次
指
定
を
受
け
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
、
企
業
な
ど
の
東

京
一
極
集
中
型
を
地
方
に
分
散
さ

せ
、
地
方
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

「オフィス・アルカディア推

進室」の看板を掲げる松本市

長(右から 2番目)ら

(4/ 1・市役所)

こ
の
一
極
集
中
の
是
正
策
と
し

て
期
待
さ
れ
る
の
が
、
オ
フ
ィ
ス
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
(
新
産
業
文
化
業

務
拠
点
)
事
業
で
、
大
村
市
で
は

全
国
第
1
号
を
目
指
し
、
4
月
1

日
よ
り
「
企
業
誘
致
対
策
室
」
を

「
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
推

消防団活動に多大の貢献をされた(故)

井本文夫さんに、「勲五等双光旭日章」

が贈られることになり 4月13日、松本

市長は井本さん宅を訪れ、長女静子さ

んへ、栄えある賞を伝達しました(写

真)。

井本文夫さんは、消防団在籍50数年、

県消防協会副会長や市消防団長として

長年ご尽力されていました。

進
室
」
に
改
称
。
事
業
計
画
の
策

定
に
向
け
た
作
業
が
、
本
格
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
同
事
業
へ
の
承
認
に
向

け
た
国
・
県
へ
の
陳
情
活
動
や
、

開
発
の
た
め
の
用
地
確
保
な
ど
が

ま
す
ま
す
活
発
化
さ
れ
ま
す
。

日本工戸システム

長崎一大阪線開設

日周目へ
~穏怒~

荒
木
十
畝
の
作
品

善
意
の
里
帰
り

1
月
の
末
ご
ろ
、
東
京
の
あ
る

寺
の
住
職
か
ら
、
ふ
る
さ
と
扶
増

以
牲
ん
だ
日
本
画
の
犬
家
・
荒
木

十
畝
の
代
表
作
を
寄
贈
し
た
い
と

の
電
話
が
、
秘
書
係
に
飛
び
込
ん

で
き
た
。
一
瞬
、
信
じ
が
た
い
気

も
し
た
が
、
わ
が
市
に
と
っ
て
は
、

近
々
、
歴
史
博
物
館
を
建
設
す
る

予
定
が
あ
り
、
資
料
の
収
集
に
全

力
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
に
、
正
に

渡
り
に
船
で
あ
っ
た
。

早
速
、
ぜ
ひ
お
譲
り
い
た
だ
き

た
い
と
の
手
紙
を
出
し
た
う
え
で
、

2
月
間
日
、
私
は
上
京
の
折
に
、

教
育
長
と
永
福
寺
と
い
う
寺
を
訪

大
村
市
長

松

本

昌信
;r-: 

ね
た
。
前
住
職
の
栗
山
氏
は
、
初

対
面
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
温
か
く

私
た
ち
を
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、

す
ぐ
さ
ま
壇
家
総
代
お
立
会
い
の

も
と
目
録
贈
呈
式
と
あ
い
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
荒
木
十
畝
と

い
う
方
は
、
わ
が
大
村
に
生
ま
れ
、

明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
岡
倉
天
心
や
横
山
大
観
等

と
並
ぴ
称
さ
れ
る
、
日
本
の
代
表

的
な
画
家
で
あ
っ
た
。
寄
贈
を
受

け
た
作
品
「
朝
」
は
、
大
正
日
年

の
第
5
回
帝
展
(
今
の
日
展
)
に

出
品
し
、
幽
玄
で
神
秘
的
と
高
い

評
価
を
受
け
た
荒
木
画
伯
の
代
表

長崎一大阪間の航空路開設を、テープカット

で祝う関係者 (4/ 1・長崎空港)

作
の

一
つ
で
あ
る
。

荒
木
画
伯
は
若
い
こ
ろ
、
永
福

寺
の
先
代
住
職
や
壇
家
総
代
で
実

業
家
の
佐
久
間
氏
と
親
交
が
あ
り
、

ひ
と
こ
ろ
こ
の
寺
の

一
角
を
ア
ト

リ
エ
に
し
て
い
た
。
そ
ん
な
ご
縁

で
「
朝
」
の
絵
は
佐
久
間
氏
の
手

に
移
り
、
戦
後
、
寺
に
寄
進
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
寺

の
建
て
替
え
に
際
し
、
栗
山
氏
は

こ
の
絵
を
公
の
機
関
に
託
し
て
、

幅
広
く
鑑
賞
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
願
い
で
寄
贈
先
を
探
し
て
お
ら

れ
た
と
い
う
。

た
ま
た
ま
、
私
が
2
年
前
、
東

京
の
穆
烏
美
術
館
で
聞
か
れ
た
「
荒

木
十
畝
と

一
門
展
」
を
見
た
際
、

そ
の
感
動
や
将
来
の
抱
負
を
学
芸

員
に
話
し
て
い
た
こ
と
が
栗
山
氏

の
耳
に
入
り
、
「
朝
」
の
里
帰
り
に

つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

日本エアシステム(JAS)の長崎一大阪

線が4月1日から開設されました。

この路線は、毎日 1往復で、大阪発午後

4時45分、長崎発午後6時 45分となって

おり、 A300-600R型機が運航されます。

初便行事は長崎空港出発ロビーで行わ札

機長らへの花束贈呈、テープカットなどで

路線開設を祝った後、第 1便が大阪へ向け

飛ぴたちました。

3
月
M
日
、
栗
山
氏
ご
夫
妻
を

お
招
き
し
、
関
係
者
多
数
見
守
る

な
か
、
市
立
史
料
館
に
展
示
さ
れ

た
作
品
を
前
に
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

栗
山
氏
は
「
朝
」
の
ほ
か
に
も
、

十
畝
の
作
品
2
点
と
書
簡
を
寄
贈

さ
れ
、
「
芦
雁
」
「
達
麿
」
と
い
う

大
作
2
点
も
寄
託
し
て
い
た
だ
い

た
。
重
ね
重
ね
の
ご
厚
情
と
尊
い

ご
芳
志
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
た



A三鈴大橋が開通
安通がスムーズになりました

(3/25 .陰平町〉
国道34号線のバイパス的な役割を果たして
いる県道大村貝津線の、久原2丁目と陰平町
を結ぶ「三鈴大橋」ガ完成、 3月25日から供
用を開始しましだ。

三鈴大橋は昭和54年度に着工、取り付け道
路約?畑、大橋の長さ242mで¥JR大村線、
国道34号線をまたぎ、同国道に接続されてい
ます。

これまで、 JRの踏切と平面交差し、受通
にまZ障を来疋していましだが、この橋の開通
により、~通の安全はもとより、大村市南部
地域の振興に貢献するものと期待されます。

同日は、テープ力ツトゃくす玉割りなどで

開通を祝いましだ。

カメラ

スポット
J 

平成 5年 5月号

v手軽に楽しめますよ
(3/28・市民体育館ほか〉

生涯スポーツとして、まだ健康づくりを目

的としだ軽スポーツ大会ガ3月28日、市民体
育館を主会場に行われまし芝が、軽スポーツ

への人気の高まりがうかがえましだ。

この日行われだのは、インディ戸力、ソフ

トバレーボール、ブラウンドゴルフの3種目、
手軽に楽しめるとあって若い人からお年寄り

まで約150人ガ参加。元気で、のびのびとしだ
プレーを楽しんでいまし疋。

広報おおむら

企「愛の鐘J 一斉にスタート (4/6・市役所〉

朝のしらべと夕方の帰宅時間を呼びかける

「愛の鐘」ガ4月6日、市役所や各出張所な
ど市内8個所で一斉にスタートしましだ。
青少年の健全育成をさらに推し進め、地域

の人たちが温かい愛情をもって青少年を見守

り育てようというもので、 午前ア時に'，3¥る
さと」¥午後6時|こ「夕焼け小焼け」のメロデ
イーが流れます。

この日の午後6時、松本市長をはじめ更生
保護婦人会の江口代長らが一斉にスイッチO

N 、夕焼け小焼けのメロデイーが高らかに鳴
り渡りましだ。

4
男
女
混
合
チ
!
ム
も
参
加

(
4
/
4
・海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

職
場
・
団
体
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
だ

ち
U
チ
ー
ム
ガ
集
ま
つ
だ
寸
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
L

ガ
4
月
4
日

・
竹
巴
の

2
日
間
行
わ
れ
ま
し
芝
。

普
段
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
高
得
点
を
目
指
す

チ
ー
ム
、
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
楽
し
み
な
が

ら
プ
レ
ー
す
る
チ
ー
ム
、
中
に
は
、
男
女
混
合
チ
ー

ム
も
あ
り
¥
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
だ
。

正

企夢物語に花が咲く (4/3.大村神社〉

桜ガ咲き誇る4月3日夜、大村神社社務所
で「ほら吹き名人大会」ガ行われ、会場は夢

物語に花ガ咲きましだ。

T位になっ芝山本和典さんの '25万人収容
する世界ーのスヲジ戸ムを建設し、 Jリ グ
をスタート。サッカーの拠点を大村に作る」

という大lまうのほか、 「ウマ、シ力、ウシの

エキスなどで、パ力につける特刻薬を開発」

という、自称医学博士も出場、会場は笑いの

うずに包まれましだ。

ま芝、昼間は、同神社境内にあるほら石を

吹いて音を競う '1まら石吹き大会J も行われ、

最高は102ホンをマークしましだ。

h
F
い
つ
も
き
れ
い
に
大
村
湾

(
3
/お
・
大
村
公
園
先
沿
岸
)

大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会
大
村

吏
部
は

3
月
お
日
、
大
村
透
沿
岸
の

清
掃
を
行
い
ま
し
疋
。

毎
年
春
、
夏
の

2
口
実
施
さ
れ
る

沿
岸
清
掃
。

包
回
毎
回
、
疋
く
さ
ん

の
ゴ
ミ
ガ
拾
い
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
《

こ
の
日
も
、
大
村
公
園
先
沿
岸
に

は
、
早
朝
か
ら
合
成
洗
剤
を
追
服
す

る
会
や

一
般
市
民
を
は
じ
め
¥
大
高

ボ
ー
ト
部
の
生
徒
な
ど
約
人
ガ
参

加
、
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
ビ

ニ
ー
ル
袋
や
空
き
缶
を
拾
い
集
め
る

な
ど
、
清
掃
奉
仕
に
汗
を
流
し
ま
し

だ。

市立図書館では

O歳の赤ちゃんか
ら本を借りること

ができます。

ご家族そろって

お出かけくだ、さい。

お待ちしています/

おもいやりであったか空間

あなたもできる

ボランティア活動

2
 
ズIJ

 

、ジ

心
を
聞
い
た

人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
接
す
る
と
き

は
、
お
互
い
に
友
達
に
な
る
、
お

互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
、
と
い

う
心
構
え
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
心
を
聞
い
た
、
人
間
と

人
間
の
ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
て
初

め
て
、
相
手
が
本
当
に
望
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
構
え
と
ル
l
ル

秘
密
を
守
る

人
と
付
き
合
う
か
ら
に
は
相
手

の
人
格
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

相
手
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か

わ
る
こ
と
を
他
人
に
も
ら
し
て
し

ま
う
こ
と
な
ど
は
、
相
手
の
人
格

平
成

5
年
歌
会
始

お
題
は
「
波
」

詠
進
の
期
限

日
消
印
有
効
)

郵
便
の
あ
て
先
「
〒
聞
東
京
都

千
代
田
区
千
代
田
1
番

1
号

宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
な
ど
詳
し

く
は
、
秘
書
広
報
課
広
報
公
聴

9
月
初
日
制
(
当

本にのって 空をとぶf

~第35回こどもの読書週間~

(5月1日"-'14日)

4 -

を
無
視
す
る
の
と
同
時
に
、
信
頼

を
失
い
、
活
動
そ
の
も
の
も
う
ま

く
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

約
束
を
守
る

「約
束
し
た
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
」

と
い
う
よ
う
な
安
易
な
考
え
は
、

相
手
の
信
頼
を
失
い
ま
す
。
お
互

い
が
約
束
を
守
る
こ
と
に
よ
り
信

頼
関
係
が
保
た
れ
て
い
く
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
前
に

基
本
的
な
-
}
と
は
知
っ
て
お
こ
う

目
の
不
自
由
な
人
が
工
事
中
の

道
路
を
歩
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

見
た
あ
る
人
が
、
安
全
に
渡
っ
て

も
ら
お
う
と
手
を
引
い
て
あ
げ
ま

し
た
。
し
か
し
、
目
の
役
目
を
す

る
白
い
ツ
エ
の
ほ
う
の
手
を
持
っ

て
歩
き
出
し
た
た
め
、
目
の
不
自

由
な
人
は
障
害
物
に
ぶ
つ
か
っ
て

け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
身
障
者
を
手
助
け
す

る
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
起
き
た
事
故
で
す
。
せ
っ
か
く

の
好
意
が
，
あ
だ
。
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
だ

け
は
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

正

係
(
内
線
2
0
9
)

く
だ
さ
い
。
(約
M
m
)

へ
お
尋
ね

(書式図)

職

氏 A 郵置番号業
i皮

住
り

年生月 カぎ

日名な戸斤

(約33cm)

図書の利用

は無料です

問い合わせ

市立図書館(fi52-2457)

雪盛暗7譜体周5村大
っ雪 み脇市
で、役

5?躍は日 電・8 所き 目の
議土

富基 金田2 庁扇n謂

で
f町、、

第
4 

- 5 -



川
麻

し

ん

(
は
し
か
)

¥
百
日
咳
/
予
防
接
種
実
施
中

山

川
三
種
混
合

(ジフテリ戸)

/

破

傷

風

¥

川
接
種
期
限
麻
し
ん

1
6
月
初
日
閥
、
三
種
混
合
l
期
限
な
し

川
※
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係
ま
た
は
、
「
広
報
お
お
む
ら
」
4
月
号
を
ご
覧
川

川

く
だ
さ
い
。

川

@
 

岱所健保大

6 -

月 つつが虫病について
5 火 肩こり
月の 水 猫ひっかき病

フマー 木 カラオケポリープ
/孟¥ 人工歯根インプフントについて

土-日 月経の時期変更について

健康テレホふサービス
ft23-4646または0958-26-5511

応

大村保健所からお知らせ

健康診断は須重P
午前9時からに変更
大村保健所では、進学や就職等

に際し健康診断が必要な人のため

に、健康診断を実施していますが、

6月7日(月)から、次のように

受付時間を変更します。

変更後の健康診断

期日毎週月曜日

受付時間午前9時.......11時

(変更前 :毎週月曜日、午後1時~

3時)

問い合わせ

1 9 3) 

1
か
月
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種
混
合

な
ど
)
接
種
後
2
週
間
を
経
過
し
て
な
い

乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
起
事
」
し
た
乳
幼
児

お
願
い

・
母
子
健
康
子
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
0

・
体
温
を
計

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
乳
幼
児

生
後
3
か
月
1
4
歳
未
満
で
今
ま
で
に

1
回
も
受
け
て
な
い
乳
幼
児

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

-
著
し
い
栄
養
障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾

患
の
乳
幼
児

・
熱
の
あ
る
礼
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)

町

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市

川

町

支
部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭
が
行

川

町

わ
れ
ま
す
。

山

遺
族
な
ら
び
に
市
民
多
数
の
参
列

山

川

を
お
願
い
し
ま
す
。

川

町
日
時

5
月
初
日
側
、
午
前
日
時

ω
川

町

分
i
正
午

川
場
所

県
忠
霊
塔

(
三
城
町
)

m

m

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

山

…

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な

山

…

い

人

は
、
福
祉
課
、
各
出
張
所
ま
た

…

山

は
遺
族
会
事
務
局
で
お
受
け
と
り

山

M

く
だ
さ
い
。

山

接
種
後

春
季
定
霊
祭

実施場所 ツ一反検査 BCG接種
市 千支 戸斤

5月11日(火) 5月13日(木)
萱 瀬出張所

西大村コミセ ン

鈴田出張所 5月12日(7./() 5月14日働

ニ 浦出張所

竹松出張所
5月18日りQ 5月20日(ボ

福重出張所

中地区公民館
5月19日(7j() 5月21日働

松原出張所

毎月第4月曜日、午後 1時30分-4

H寺

市コミセン

ことばの発達や発音などが気になる
.f，-h I日
.AJJ Jし

体を使った遊び、などを通してのこと

ばの教室

個人面接による相談

相談員 言語療法士、作業療法士、保健婦

参加ご希望の人は、電話で申し込んでく

ださい。

直接、会場でも受け付けます。

※母子健康子帳をご持参ください。

申し込み・問い合わせ 環境衛生課(内線

140-142、192)

れば気になるところですね。

大村市では、今年度よりそんなお母さん

の悩みに答え、またお子さんのことばの発

達をうながすお手伝いができれば・・・ という

気持ちで、ことばの教室を開催することと

なり ました。どうぞお気軽にご参加くださ

ことばの発達は個人差が大きく、あまり

他のお子さんとはくらべないように...など

と言われますが、やはりお母さんにしてみ

ツベルタリン検査・ BCG接種目程

ことばの教室へ

お気軽にこ参加ください

午後 2時-3時時間

内容

場所

対象

日時



乳幼児医療費受給者の皆さんヘ

2歳児にも

外来医療費を助成 f"¥ 

4月オ日診療分から¥3歳未満児(2歳

児〉の乳鈎児に対して外来医療費も助成す

ることになりましだ。

現在お持ちの受給資格者証を医療機関へ

提示してください。

まだ¥申請をされていない人¥紛失されだ人は市役所福祉

課(⑦番窓口〉で申請をしてください。

問い合わせ福祉課福祉係(内線 15 5) 

l平成5年3月31日まで|平成5年4月1日より

被
爆
者
健
康
手
帳
の
更
新
の
年
で
す

( 
入院・外来

入院・外来

院入

明
一
歳 !日jし

。
2 

わ
9
k
a
u

今
年
は
、
被
爆
者
健
康
子
帳
の
垢
更
新

の
年
に
当
た
り
ま
す
が
、

7
月
に
新
し
い

手
帳
を
本
人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
手
帳
に
記
入
し
て
あ
る
住
所
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
手
帳
が
必
ず

届
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
被
爆
者
健
康
手
帳
に
記
入
し
て
あ
る
住

所
と
現
住
所
が
異
な
る
と
き
は
、
市
役

所
の
原
爆
担
当
の
窓
口
で
、
被
爆
者
健

康
子
帳
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

②
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
新
し
く
住

民
と
な
っ
た
市
町
村
役
場
で
住
民
票
の

異
動
の
届
け
出
と
と
も
に
、
必
ず
原
爆

担
当
の
窓
口
で
、
被
爆
者
健
康
子
帳
の

住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
課
福
祉
係
、
大

村
保
健
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

平成 5年 5月号広報おおむら

難
病
患
者
、
重
度
障
害
者
介
護
者

の
皆
さ
ん

見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
!

申
請
期
間

5
月
1
日
出
i
M
U
日
側

申
請
先
福
祉
課
福
祉
係
(
申
請
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
)

。
難
病
患
者
見
舞
金

金
額

1
0
、

0
0
0
円

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
引

き
続
い
て
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
(
住
民

登
録
を
し
て
い
る
)
人
で
、
「
長
崎
県
特
定

疾
患
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
」
の
対
象
と
し
て
指
定
し
た
疾
患

に
か
か
り
、
現
在
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者
。

必
要
な
も
の
⑦
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

ま
た
は
福
祉
課
指
定
の
証
明
書
(
小
児
慢
性

( 
の
場
合
)

②
印
鑑

③
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の

。
重
度
障
害
者
介
護
者
見
舞
金

金
額

2
0
、

0
0
0
円

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
引

き
続
い
て
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
(
住
民

登
録
を
し
て
い
る
)
人
で
、
そ
の
家
庭
に
在

宅
(
同
居
)
す
る
4
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

手
帳
1
・
2
級
に
該
当
す
る
重
度
の
身
体
障

害
者
(
児
)
と
、
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神

蓮
弱
者
更
生
相
詳
の
判
定
に
よ
る
重
度
(
A

1
・A
2
)
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)
で
食
事
、

排
便
、
衣
服
の
着
替
え
な
ど
、
日
常
生
活
に

つ
い
て
介
助
を
要
す
る
人
を
日
常
介
護
し
て

い
る
人
。

必
要
な
も
の
①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳

②
印
鑑

③
介
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外

の
も
の
)

これまで、福祉タクシーの助成範囲を

視覚障害者のみの世帯に限定していまし

たが、所得税非課税世帯で、視覚障害手

帳 1級をお持ちの人全員に範囲を拡大し

ました(家族同居も可)。

助成回数は要件によって、24函と48凪

の場合があります。

申し込み・問い合わせ

福祉課福祉係(内線 15 7) 

b 

視覚障害者の皆さんへ

90，，-e 
a 

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
泉
の
里
に
お
い

て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
3
月
1

日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
の
虚
弱
ま
た
は

ね
た
き
り
老
人
、
お
よ
び
そ
の
家
族
の
在

宅
介
護
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
な
ど

μ

時
間
体
制
で
対
応
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
業
務
内
容

ω老
人
の
介
護
等
に
つ
い
て

ω在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ω介
護
機
器
の
展
示
お
よ
び
紹
介

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
る
か
、
ま

た
は
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
泉
の
里
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
(
宮
@
1
4
7
7
)

子
供
の
入
浴
料
を

割
り
引
き
ま
す

浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

子
供
の
入

浴
料
を
割
り
引
き
ま
す
。

期
間

5
月

2
日
1

5
日

入
浴
料
・
中
学
生
:
・2
3
0
円
を
刊
円

に
・
小
学
生
・
:
1
1
0
円
を
叩
円
に
・
幼

児

:ω
円
を
無
料
に
(
保
護
者
同
伴
)

協
力
浴
場
茂
乃
湯
(
玖
島
1
丁
目
)、

竹
松
湯
(
竹
松
本
町
)

- 7 



がんPZすね/

花
と
緑
と
農
産
自
が
楽
し
め
る

メ
ル
ヘ
ン
村
を
夢
見
て

l
ふ
る
さ
と
農
村
ま
つ
り

l

大
又
喜
代
勝
さ
ん

(
伺
歳
・
立
福
寺
町
)

親
子
で
感
動
と
喜
び
を

l
子
ど
も
劇
場

1

杉

朋
子
さ
ん

(
何
歳
・
諏
訪
2
丁
目
)

平成 5年 5月号

なかよし家族

林田さん家族(荒瀬町)

広報おおむら

右
か
ら
、
シ
メ
さ
ん
閥
、
直
子
さ
ん
側
、
匡
央
く
ん
側
、
安
弘
く
ん
旬
、

晃

一
く
ん
側
、
次
雄
さ
ん
何
、
佐
重
喜
さ
ん
附

フ
ル
ー
ツ
の
里
福
重
れ
ん
げ
ま

つ
り
と
、
野
岳
新
茶
ま
つ
り
を

一

つ
に
組
織
化
し
た
「
野
岳
山
麓
農

村
活
性
化
協
議
会
」
が
今
年
発
足
。

こ
れ
ま
で
、
両
ま
つ
り
に
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
大
又
さ
ん
が
、
会
長

と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

い
ま
、
農
村
で
は
後
継
者
不
足
、

農
業
不
振
な
ど
で
活
力
が
失
わ
れ

て
い
る
た
め
、
農
村
や
自
然
の
良

さ
を
生
か
し
て
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
ょ
、
っ

と
、
観
光
農
園
や
茶
部
会
、
婦
人

部
な
ど
福
重
・
松
原
両
地
区
の
8

団
体
が
、
志
を

一
つ
に
し
て
組
織

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

野
岳
新
茶
ま
つ
り
は
、
野
岳
湖

周
辺
を
会
場
に
新
茶
や
特
産
品
の

「
生
の
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
て
、

親
子
で
感
動
と
喜
び
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
る
小
杉
さ
ん
、

大
村
子
ど
も
劇
場
の
会
長
と
し
て

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
子
ど
も
劇
場
は
、
今
年
で

げ
年
目
を
迎
え
、
会
員
は
幼
児
か

ら
一
般
の
人
ま
で
約
5
5
0
人。

全
国
に
は
約
印
万
人
の
会
員
が
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

例
会
は
年
に
3
1
4
回
、
プ
ロ

の
劇
団
に
よ
る
演
劇
、
人
形
劇
、

影
絵
、
音
楽
等
の
生
の
舞
台
芸
術

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
活
動

を
支
え
る
た
め
に
会
費
だ
け
で
な

く
バ
ザ
ー
を
お
こ
な
っ
た
り
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の

苦J{} 

僕
の
家
は
7
人
家
ぞ
く
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
家
に
い
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
せ
い
こ
つ
い

ん
に
通
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
せ
つ
け
い
じ
む

し
ょ
を
し
て
お
り
、
お
母
さ
ん
は
、

じ
む
し
ょ
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す。
ぼ
く
は
、
兄
と
三
つ
下
の
弟
が

お
り
、
三
人
兄
弟
で
す
。

ぼ
く
と
兄
は
ふ
た
ご
で
、
い
っ

し
ょ
に
剣
道
を
な
ら
っ
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
、
い
つ
も
な

か
よ
く
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
。

(
匡
央
)

即
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
福
重
れ
ん

げ
ま
つ
り
は
、
れ
ん
げ
の
花
が
咲

き
競
う
約
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
ん

ぽ
を
無
料
開
放
、
い
ち
ご
狩
り
や

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
な
ど
が
あ
り
、

市
内
外
の
子
供
づ
れ
の
若
い
家
族

な
ど
多
数
訪
れ
、
自
然
に
親
し
ん

で
い
ま
す
。

大
又
さ
ん
は
、
自
然
が
美
し
い

野
岳
湖
や
、
現
在
整
備
中
の
ロ

ザ
・
モ
タ
広
場
、
秋
の
味
覚
を
楽

し
む
観
光
農
固
な
ど
を
生
か
し
た
、

「
花
と
緑
と
果
物
な
ど
の
農
産
品

が
1
年
中
楽
し
め
る
メ
ル
ヘ
ン

村
」
を
つ
く
る
こ
と
を
夢
み
て
、

さ
ら
に
活
動
を
活
発
化
し
、
仲
間

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
意
欲
的
で

す。拡
大
が
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
劇
場
で
は
、
「
子
ど
も

に
夢
を
/
-
た
く
ま
し
く
豊
か
な
創

造
性
を
/
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
ほ
か
、

お
母
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
会
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
、
活
発
な
活
動
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
杉
さ
ん
は
、
「
今
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
い
ろ
ん
な
物
の

普
及
な
ど
で
決
し
て
良
い
環
境
と

は
い
え
な
い
、
時
代
に
流
さ
れ
ず
、

生
の
文
化
に
接
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
切
々
と
訴
え
、

一
人
で
も

多
く
の
入
会
を
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。戸

策
ん

「
散
」

{
n
J
ん

h

h

b

h

L
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布の絵本

aじてr\，~ヴループ

「
子
供
た
ち
に
布
の
温
か
さ
と

優
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
、
そ

ん
な
思
い
が
発
足
の
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

布
の
絵
本
は
、
自
由
に
取
り
外

す
こ
と
の
で
き
る
ボ
タ
ン
や
フ
ァ

ス
ナ
ー
な
ど
を
使
っ
た
子
づ
く
り

の
絵
本
で
、
特
に
、
障
害
を
持
つ

子
供
た
ち
に
と
っ
て
布
の
絵
本
で

遊
ぶ
こ
と
は
、
自
然
に
人
と
の
関

係
が
つ
く
れ
、
ま
た
憶
保
教
育
、

手
先
の
訓
練
、
思
考
力
な
ど
を
養

い
ま
す
。

発
足
以
来
、
一
針

一
針
縫
っ
て

き
た
絵
本
も
、
現
在
で
は
種
類
も

量
も
増
え
、
多
く
の
子
供
た
ち
の

手
に
育
て
ら
れ
な
が
ら

一
冊
一
冊

に
生
命
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
冊
の
本
を
縫
い
終
わ

っ
た
と
き
の
感
動
も
さ
る
事
な
が

ら
、
そ
の
絵
本
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
、
何
よ
り
に
も
変
え
が

た
い
喜
び
で
す
。

経
験
、
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
、
あ
な
た
の
子
供
に
対
す
る
愛

情
を
布
の
絵
本
に
託
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
例
会
毎
週
水
曜
日
、
午
前
日

時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ル
ー
ム
で

連
絡
先
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会

(

宮

@
1
3
5
1
)

唱.， 

乙ちら自由席一一一

市内最高齢者、藤崎竹次郎さん(明治24年

生まれ・杭出津3丁目)が4月11日で満102歳

語を迎えられ、松本市長は向 9日、入院先の市

立病院を訪れました。

藤崎さんは、昨年11月に脳硬そくで倒れ、

それ以来入院中ですが、見舞いをかねて訪れ

た松本市長が、長寿を祝って花束を手渡すと、

「ありがとう」とお礼を述べられました。

現在、100歳以上の長寿者は、市内に 5人お

られます。

市内最高齢藤崎さん102歳

入
学
式
と
卒
業
式
の
年
2
匝

開
門
さ
れ
る
「
五
教
館
御
成
門
」

(
4
/
8
・
大
村
小
学
校
)

ご
こ
う
か
ん

「
五
教
館
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

す
み
よ
し

お
代
純
昌
の
と
き
、
現
在
の
大
村
小
学

校
の
敷
地
に
建
て
替
え
ら
れ
た
五
教
館
は
、

文
武
両
道
の
殿
堂
と
し
て
、
明
治
に
至
る

ま
で
藩
校
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
、
各

界
に
多
く
の
有
名
人
を
出
し
ま
し
た
。

現
在
残
っ
て
い
る
遺
構
と
し
て
は
、
同

小
学
校
に
、
当
時
、
藩
主
だ
け
が
通
る
こ

お
な
り
も
ん

と
が
で
き
た
五
教
館
御
成
門
(
黒
門
)
が

あ
り
ま
す
。

普
段
は
、
周
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

五
教
館
で
学
ん
だ
優
れ
た
先
人
た
ち
に
感

謝
し
、
そ
れ
を
目
標
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
意
を
込
め
て
、
年
2
回
、
入
学

式
と
京
五
未
式
の
時
に
開
け
ら
れ
ま
す
。

入
学
式
の
日
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
子
を
引
か
れ
、
ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
が

楽
し
そ
う
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

藩主だけが通れた

五教館御成門

藩てば
主られ大
大れ、村
村ま大藩
純Zし村の
鎮字た公藩
がが菌校
そのは
の 1玖
規 7 島初
模 9城めL
を O 内集す
大年桜義ぎ
き 、田館土
く 27にと
し代建呼

- 9 -



き
、
犬
が
フ
ン
な
ど
し
た
場
合
は

責
任
を
も
っ
て
処
理
を
行
い
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

お
互
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
猫
の
被
害
に
対
す
る
苦
情

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
む
や
み
に
エ

サ
な
ど
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
不
用
に
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
定
め

ら
れ
た
回
収
日
に
最
寄
り
の
回
収

箱
に
入
れ
る
か
、
畜
犬
管
理
所
(
森

園
町
)
へ
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課

最
、
再
放
し
飼
い
の
犬
に
よ
る
か

み
傷
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
村
市
犬
取
締
条
例
で
、
飼
い
犬

は
、
同
甘
一
・
夜
と
も
に
放
し
飼
い
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
み
傷
に
よ
っ

て
は
、
飼
い
主
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
放
し
飼

い
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

散
歩
は
綱
か
鎖
を
つ
け
て

犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
は
、
丈
夫

な
綱
か
鎖
な
ど
を
つ
け
て
散
歩
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ン
の
処
理
を
忘
れ
ず
に

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
移
植

コ
テ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
歩

ハU
1
E
A
 

初
歳
に
な
ら
れ
た
学
生
の
み
な
さ
ん

放し飼"，'歩

絶対にし恕~'-rくだて''''

国
民
年
金
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

/・

加
歳
か
ら
は
、
学
生
の
み

な
さ
ん
も
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
、
か
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

初
歳
か
ら

ω歳
ま
で
的
年
間
納

付
す
る
こ
と
で
、
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
在
学
中
に
万
が
一
障

害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

世
帯
の
所
得
が
低
く
、
納
付
が

困
難
な
人
は
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

犬を飼っておられる人にお願い

松本綾子さん(玖島 3丁目)の作品

(国民年金写真コンテスト入賞作品)

孫の結婚式

作 業 jjlJ 単 イ立 標準金額(円)

田植え(男女とも。食事関係なし) 1日当たり 5，000円

田植え機械による田植え 10 a当たり 6， 000~6 ， 500円

春田起こし 11 6 ， 000~6 ， 500円

賃耕料 植代かき 11 4， 500~5 ， 000円

畑の耕転 " 4， 000~5 ， 000円

ノ〈インダー " 4， 000~6 ， 000円
麦刈り

コンノ〈イン " 6， 000~8 ， 000円

この表は標準ですので、立地等の条件により多少の違いは

あります。

聞い合わせ

田植え賃金などが決まりました
(平成 5年)

J 

長崎空港ビルデインゲ側(松薗尚己ネ土

長〉からこのほど国際交流脇会の基金

として100万円ガ書付され¥4月べ巴¥松

尾英三尊務ガら松本市畏へ目録ガ手渡さ

れZEとうこ、ざいまレだo

児
童
手
当
再
申
請
は

5
月
中
巴

f

国際交漏事業に役立てて

平
成
4
年
度
中
に
お
い
て
¥
所
得
制
限
限
度
額
超
過

な
ど
巳
よ
り
申
請
が
却
下
さ
れ
て
い
だ
人
や
¥
平
成
4

年
5
月
で
消
滅
に
な
っ
て
い
芝
人
は
¥
5
月
中
に
再
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

6
月
か
ら
年
度
ガ
変
わ
り
ま
す
の
で
¥
平
成
5
年
度

の
所
得
制
限
限
度
内
で
す
と
新
た
に
認
定
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
民
課
記
録
係

農業委員会

刊
が

J
H
1
1
i
U
M性

ル
デ
ィ
ン
グ
)

( 

ι 

，( 



4 

大
村
競
艇
場
開
催
時

臨
時
従
事
員

採
用
試
験

職
種
競
艇
場
内
の
舟
券
発
売
、

払
戻
業
務
な
ど
に
従
事
す
る
人

受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日

か
ら
印
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子
で
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
人

採
用
人
員
数
十
人

申
込
期
間

5
月
刊
日
側
1
6

月
9
日
附

第
一
次
試
験
7
月
4
日
間

応
募
方
法
所
定
の
申
込
用
紙

(
競
艇
事
業
部
・
市
役
所
・
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入
の
う

え
応
募
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
競
艇
事
業
部
業
務

課
業
務
係
(
宮
⑪
4
1
1
1
)

読
書
感
想
文
集
、
が

で
き
ま
し
た

図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
募

集
し
た
読
書
感
想
文
・
読
書
体
験

記
の
文
集
を
作
り
ま
し
た
。

な
お
、
あ
わ
せ
て
大
村
市
児
童

読
書
感
想
発
表
大
会
の
発
表
者
の

原
稿
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
に
は
無
料
で
さ
し

あ
げ
ま
す
。

配
布
・
問
い
合
わ
せ
市
立
図
書

館

(

岱

@
2
4
5
7
)

青
年
海
外
協
力
隊

春
の
募
集
説
明
会

資
格
満
別
歳
l
m
w
歳
ま
で
の
日

本
人
男
女

募
集
期
限
5
月
訂
日
倒

。
募
集
説
明
会

-
5
月
日
日
閥
、
午
後
6
時
初
分
、

佐
世
保
市
立
中
部
地
区
公
民
館

・
5
月
M
日
働
、
午
後
6
時
初
分
、

諌
阜
市
民
セ
ン
タ
ー

あ
そ
び
名
人
大
集
合

第

刊

回

全

国

一

斉

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ

l
大
会

平成 5年 5月号

ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
l
は
、
簡
単
な

コ
i
ス
図
に
従
い
、
グ
ル
ー
プ
で

問
題
を
解
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

時
間
得
点
と
課
題
得
点
で
順
位

を
競
う
、
誰
で
も
で
き
る
ゲ
ー
ム

で
す
。
期
日
5
月
刊
日
制

受
け
付
け
午
前
9
時
よ
り

ス
タ
ー
ト
午
前
叩
時

集
合
場
所
向
陽
寮
(
西
大
村
本

町
)コース

広報おおむら

3
M
コ
l
ス・

5
M
コ

ー
ス
(
ど
ち
ら
も
あ
そ
び
が
テ
ー

マ
で
す
)

チ
ー
ム
編
成

1
チ
l
ム
2
人
以

上
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料
大
人
2
0
0
円
、
小
・

中
学
生
1
0
0
円

申
込
期
限
5
月
刊
日
仰

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
チ

l
ム

名
・
コ
ー
ス
名
・
参
加
人
数
・
代

表
者
(
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電

話
番
号
)
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
先
大
村
会
場
事
務
局
(
松

並
1
丁
目
2
4
6
1
5
中
地
区
公

民
館
内
包
(
⑪
1
3
7
6
)

問
い
合
わ
せ
県
国
際
交
流
課

(
2
0
9
5
8
⑫
0
3
0
2
)
 

狩
猟
免
許
試
験

一
次
試
験

6
月
刊
日
同

場
所
県
勤
労
福
祉
会
館
(
長
崎

市
)
、
県
北
会
館
(
佐
世
保
市
)

申
請
期
間

5
月
日
日
嗣
1
お
日

伏問
い
合
わ
せ
県
自
然
保
護
課

(
2
0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

※
狩
猟
者
適
正
検
査
に
つ
い
て
は
、

6
月
号
に
掲
載
し
ま
す

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ー
大
卒
程
度

l

。
I
種
試
験

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
l
幻

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
5
月
6
日
同
l
口
日

円
凡第
一
次
試
験
6
月
日
日
間

O
H
種
試
験

資
格
昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
j
幻

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例

あ
り
)

申
込
期
間
5
月
6
日
制
1
口
日

円
月第
一
次
試
験

7
月
4
日
制

。
国
税
専
門
官

資
格
昭
和
引
年
4
月
2
日
l
幻

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
5
月
6
日
嗣
l
口
日

円
汀

コ
ミ
也
、
ν

サ
9
デ
l
ナ
イ
ト
コ
ふ
サ
l
ト

出
演
団
体
大
村
、
ギ
タ
ー
合
奏
団

日
時

5
周
辺
日
出
、
午
後
ア
時
開
演
(
午
後
6
時
叩
分
開
場
)

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

入
場
料
無
料

問

い

合

わ

せ

市

ゴ

ミ

セ

ン

り
3
ペ

1
6パ
l
)

第
一
次
試
験

6
月
刊
日
出
・
初
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例

日

同

あ

り

)

。
労

働

基

準

監

督

官

申

込

期

間

5

月

6
日
制
j
η

日

資
格
昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
i
打

倒

年
4
月

1

日

生

ま

れ

の

人

第

一

次

試

験

6
月
刊
日
出

申
込
期
間

5
月
6
日
制
1
口
日
問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

側

局

試

験

係

(

8

0

9

2

・

4

3

1

第
一
次
試
験
6
月
刊
日
出
・
初
・
7
7
3
3
)

日

同

※

国

税

専

門

官

に

つ

い

て

は

、

諌

@
法

務

教

官

早

税

務

署

(

包

⑫

1

3

7

0

)

資
格
昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
1
幻
で
も
お
尋
ね
に
な
れ
ま
す
。

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

l
事
務
官
・
技
官

1

。
I
種
(
大
卒
程
度
)

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
1
幻

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

5
月
刊
日
開
i
幻
日

働第
一
次
試
験

6
月
幻
日
同

O
H
種
(
大
卒
程
度
)

資
格
昭
和
ぬ
年
4
月
2
日
1
幻

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例

あ
り
)

申
込
期
間

働第
一
次
試
験

6
月
幻
日
間

。
凹
種
(
高
卒
程
度
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
i
日

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間
7
月
5
日
側
l
M
日

働第
一
次
試
験

9
月
初
日
制

問
い
合
わ
せ
福
岡
防
衛
施
設
局

総
務
部
総
務
課
人
事
係
(
宮
0
9
一

2

・
4
7
2
・
2
3
2
1
)

寸

5
月
刊
日
側
j
幻
日



パ
タ

l
ゴ
ル
フ
や
草
ス
キ

l
、
忍
者
と
り
で

な
ど
を
整
備
、
人
気
を
集
め
て
い
る
琴
平
ス

カ
イ
パ

l
ク

5月5目の子どもの日は

語訳52五五を無料開放f
小・中学生

どうぞご利用ください

野外コンサート

対象

5月2日(日)-4日(祝)
福重弥勤寺地区の水田

内容

Oれんげ畑の無料開放
0イチゴ狗り(育料¥即売あ
り〉

0ジャガイ百屈りa院あり〉
Oミ二動物園

0バザーあり

主催野岳山麓農村活性

化協議会

連絡先 ]A大村市営農企
画課 (fi@8 0 1 0) 

フルーツの思・福重れんげまつり

日

所

期

場

5月16日(日)きと
第
ア
回

期場

とき 5月29日(土)---31日(月)

ところ市コミセン
問い合わせ 大村盆栽愛好会

事務局(宮@80 5 7五反田)

~ 

り

所

5
月
3
日
(
祝

)
1
5日
(
祝
)

野
岳
湖
周
辺

日

内
容
地
元
で
で
き
た
新
茶
の
ほ
か
¥

農
産
物
¥
花
木
¥
お
こ
し
¥
刃
物
の
展
示
即

売
車
余
の
日
目
飲
¥
う
ど
ん
・
そ
ば
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
¥
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
¥
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
、
ガ
開
催
さ

れ
ま
す
。

主

催

連
絡
先

野
岳
山
麓
農
村
活
性
化
協
議
会

松
原
農
協
(
宮
@
7
3
9
1
)

5 7 野
月 . 

湖岳
10 8 

四日1J5 分月の申し キ

由自ま 込み
ヤ

ン
では
ブ
場

申 5
商し月申

観て課光 込 17 しみ日込
-何)み

聞に数多
い抽

合わ 選の

せまし場合

すは

ヮ“1i
 

回

み

申

告

創
刊王の星

大村子ども劇場

. 1回目二午前10時--11時

.2回目=午後T時--3時

ところ琴平ス力イパーク

出演協力 ハード・ロード(アマチュアノfンド)

※雨天時は中止します。

問い合わせ 商工観光課

争⑥
さっき展

子どもの仙の「ク

メイムとパペット

のサ力ス小屋」あるいは「

ラスの大教会堂jを思わせ

マを繰り広げま~対

会場市民会館 ¥J

日時 5月25日(刈 失
/ 

入場料会費でま'

※当日、会場で J 配 2

す。

問い合わせ

c@ 7 0 6 3/J 

-金のがちょう(アニメ25分)

・カモとりごんべい(アニメ11分)

・あんじゅとずしおう(アニメ31分)

噌臼片地問封切:00"-'11 : 00 
・ごんぎつね(アニメ21分)

・うかれバイオリン(アニメ20分)

・わがままな巨人(アニメ27分)

問い合わせ視聴覚ライブラリー

(宮⑪31 6 1市コミセン内)



広報おおむら 平成 5年 5月号

中央・なかちく公民館各種講座のご案内

〈中央公民館〉 〈幸町25--33 ft54--3161) 

教 室 名 内 R脅h 期 間 対象・定員 講師{敬称略)
ー

子づくりの昧
添加物を使わないパンづくり教室 5月25日υ()-6月29日υ。 婦人
です。お母さんの味とぬくもりを 毎週火曜日 (6/8ωはありま 30A 

1黄中
パンづく り入門

子f共たちに。 せん)
恵子

(材事斗費:3，000円) 午前9時 30分 -12日寺(5回)

市内の史跡を、ぶらり散歩かして 5月30日(日)-9月 5日(日) 成 人.

おおむら再発見 大村の歴史を学び、大村のよさを 毎月第 1日曜日(l回目 30A 

，，~~ら り歴史散歩
発見しましょう 。 初めての人、歓 のみ5/30) 成瀬 勝
迎します o 午前 9時一11時(5回)
(資料代 100円)

焼き物作りを通し、これまでの生 6月10日(桐ー 7月13日ω 夫婦

夫婦善哉 き方を振り返り、また、これから 午後 7時一 9時(4回) 15最且
大村陶芸

の 『夫婦』の在り方を考えてみま
やき ものの世界 しょう 。

同 女子 メ二とZλ三:

(材料費 1組 1，500円)

宇宙への旅立ち
四季折々の夜の惑星や星座を、親 5月29日仕)ー 2月 13日(日) 小学 3年一
子で楽しく観測します。 午後 7時一 9時(8回) 中学 3年生

親子スターウォッチング
(資料代 1組 500円) C-，親子

野口 ヲム満i

20最且

心にやすらぎを
多忙な日常生活の中において、心 5月26日(ァ'J()一 2月23日(水) 成人
の潤いを求めてクラシック音楽の 毎月第 4水曜日 30A 

公民館主事
クラシック・コンサート

世界へ案内します。 午後 7時一 9時(10回)

初心者のための
囲碁は頭の柔軟体操です。生き石 5月31日(月)-8月 2日目) 成人男性

と死に石の見わけ方、石の取り方 毎週月曜日 (初，心者)

囲 碁 入 門
など、囲碁の基礎を学びます。 午後 7時一 9時(10回) 20人

j度違和夫

(教材費等 1，500円)

21世紀に向けて、これからの 高齢者の健康づくり、生きがいづ 6月24日(布一 3月24日(桐 高齢者

高齢者の生き方をさぐる
くり、時事問題、郷土史、高齢者 毎月第 4木曜日 (60歳以上)

各専門講師

高齢者大学講座
と生涯学習、研修旅行ほか。 午後 1時 30分一 3時 30分 150}l、
(運営費としてし000円) (10回)

(なかちく公民館〉 〈松並1丁目246--5 ft53--1376) 

教 室 名 内 背'*'・ 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

40krnの距離を歩けるかグ自分で料 7月28日(水)ー 31日(卦 小学 5-

チャレンジキャンプin大村
理が作れるか .~，自然に抱かれて眠 3 ~白 4 日 高校 3年生 大村レクリエ
ることカずできるか!!さあチャレン 事前研修 5月から 3回 15A ーション協会
ジャーは君だ.~，

リズム.~欠・ダ、ンス・自然とのふ 5月17日(月)ー 7月 12日(月) 3-4歳児
平野サキ子

なかよ しラン
れあいを通して、 子供の豊かな成 毎週月曜日(9回) を持つ親子

峰 ひとみ
長と、親子 のふれあいを深めます。 午前10時一11時 36手且

※親子の氏名・年齢をわすれずに記入
永岡敦子

これを機に自分の趣味を見つけま 5月18日υ()-7月20日り。 成 人.
バラエティー体験教室

せんか?くらしの茶花、藤子芸、 毎週火曜日 (10回) 25人
各専門講師

紙ネンド、健康体操、茶道の 5種 午前10時一12時

類です。

最近大村に転入された奥さまを対 5月19日(水)ー 7月21日(水) 立最 人

転入奥さま講座
象に概況、方言 、史跡、めぐり、観 毎週水曜日 (10回) 25A 

各専門講師
光地・施設見学、郷土料理など、 2回目のみ金曜日午前10時-12時
楽しく学習します o 屋外学習は午後 3時まで

昼間お忙しい人のために聞きます二 5月20日(柑-6月17日(ポ 成 人

ナイターおりカずみ
伝承おり紙、実用品(のし袋など) 毎週木曜日(5回) 30}l、

吉良 嘉 代子
等 、一枚の折り紙からはじまる紙 午後 7時一 9時

の芸術をお楽しみ下さい。

男子厨房に入るべし.ゲ
いざというとき、あわてないでお 5 月 21 日径診一 7 月 23 日~ 成人男性
父さんグこの教室では、魚のおろ 毎週金曜日(10回) 30A 

!責中 恵子
男の手料理教室

し方など料理の基礎から楽しく 学 午後7時一 9時
習します。

子育ての先輩や専門永のお話を聞 5月22日(士)-9月25日仕) 幼児を持つ
各専門講師

子育てセミナー
いたり、お母さん同志で一 緒にお 第 2 ・4土曜日(9回) 親と子

協力:おはなしゃべりをしませんか。 午前10時一11時 20最且
(託児料:2，000円) しの会

健康づくりは、まず楽しく歩くこ 5月23日(日)ー12月19日(日) 成人または

健康ウォーキング
とからグ大村近郊の野山を自然と 毎月第 4日曜日(8回) 家族連れ

池野和義
対話しながらゆっくりベースで月 午前10時~午後 3時
一 回歩きます。

申込期限 5月10日(月) 受講料は無料(教材費は実費)

申込方法 往復ハガキに、住所・氏名・年齢(学校名、学年)・性別・電話・希望する講座名を一葉に

一 講座を書いて申し込んでください。申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ

-13 



受寸初
で~~ 'L..' 

講与4L雪
....x....ん守

生害き
号: ~ 
卸E 閤

む量
去座
L 

公
開
講
座
「
初
級
・
古
文
書
を

読
む
会
L

で
す
。

藩
政
時
代
の
古
文
書
(
記
録
・

書
簡
)
を
読
ん
で
、
郷
土
の
歴
史

に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日

(
た
だ
し
5
月
は
、
ロ
日
・
初
日
)

午
後
2
時
1
4
時

場
所
市
立
図
書
館

講
師
日
本
古
文
書
学
会
会
員
・

市営住宅入居者
種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

東諏訪 2 3K 23，200 

竹 松 10 ~K-3DK 7，200-17，000 
1手重 松並第一 2 3DK 30，000 

j也 田 2 sK-3DK 10，600-15，500 

原 口 1 3DK 17，700 

2干重 原口アパート 1 3DK 20，500 

古賀島 2 3DK 22，500 
ぞιょ4T 舟 1 2K 3，300 佐

竹
茂
先
生

申
込
期
限

5
月
6
日
嗣
必
着

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

募
集
人
員
初
人
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
史
料
館
(
東
本
町
4
8
1

8
@
1
9
7
9
)
 

学
校
給
食
パ
ー
ト

運
転
手
代
替
登
録
者

募
集
内
容
共
同
調
理
場
の
給
食

パ
l
ト
運
転
手
の
代
替
登
録
者

勤
務
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
3

時

(
5
時
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

申込締切 5月12日体)

抽選日(予定) 5月20日(柄、午前10時30分~

入居日 6月 1日(火)

(新築)市営植松アパート
入居者

委
員
会
庶
務
課

太
極
拳
愛
好
会
会
員

対

象

一

般

練
習
日
毎
週
火
・
土
曜
日
、
午

後
7
時
1
9
時

場
所
第
2
火
曜
日
は
市
コ
ミ
セ

ン
、
そ
れ
以
外
は
市
武
道
館

会

費

月

1
、

0
0
0
円

申
し
込
み
直
接
練
習
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
原
(
岱
@
4
6
9

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

教
育

ー
6
月
コ

l
ス
ー

内
容
・
ワ
ー
プ
ロ
一
太
郎
(
初

級
・
中
級
)
・
旋
盤
技
能
検
定

(
1

級
・
2
級
)
・
被
覆
ア
l
ク
溶
接

所在地

構造

戸数

間取り

家賃 19，500-28，500 

入居年月日(予定)

申込期間 5月 6日(柑-15日(士)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

大村市植松3丁目825番地2

鉄筋コンクリー卜 3階建

2戸(第 2種)

2K-3LDK 

7月 1日(柑

(
中
板
実
技
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制

御

(
P
C
基
礎
)
・
電
子
燃
料
噴

射
の
基
礎
技
術
・
空
調
基
礎
技
術

・
木
工
技
術
(
中
級
)
・
同
(
上

級
)
・

c言
語
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

d
B
A
S
E
凹

(
中
級
)
・
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
入
門

-
新
任
管
理
者
研
修
・

T
W
I
|

J
S
(安
全
作
業
の
や
り
方
)

申
込
期
間
5
月
1
日
出
l
m
日

制申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

夏
期
H

青
少
年
の
海
外
派
遣
事
業
H

参
加
者

共
同
生
活
・
共
同
体
験
を
通
じ

て
、
外
国
青
少
年
の
考
え
方
や
習

慣
を
学
び
、
日
本
文
化
を
紹
介
す

る
、
」
と
に
よ
り
相
互
の
理
解
を
深

め
、
将
来
の
国
際
社
会
を
担
う
青

少
年
を
育
て
ま
す
。

対

象

中

学
1
年
生
上
高
校
3
年

生
(
派
遣
先
に
よ
り
学
年
が
異
な

り
ま
す
)

派
遣
先
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
、
ア
メ
リ
カ

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
、
オ
l
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
体
験
、

同
・
ホ
l
ム
ス
テ
イ
体
験
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体

験
、
ア
メ
リ
カ
・
ホ
l
ム
ス
テ
イ

&
英
会
話
研
修
、
サ
イ
パ
ン
南
の

島
生
活
体
験
、
イ
ギ
リ
ス
・
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
&
英
会
話
研
修

期
間
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
口

日
間
i
M
日
間
の
間
(
サ
イ
パ
ン

は
7
日
間
)

主
催
側
国
際
青
少
年
研
修
協
会

※
派
遣
時
期
や
参
加
費
な
ど
詳
し

く
は
、
市
コ
ミ
セ
ン
(
岱

@
3

1
6
1
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

イ
斗
&

1
E
ム

青
少
年
海
外

派
遣
参
加
者

派
遣
先
お
よ
び
内
容
ハ
ン
ガ

リ
ー
-
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
・
カ
ナ
ダ
・

ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
な
ど
全
加
の

派
遣
事
業
が
あ
り
、
青
少
年
派
遣
、

高
校
生
派
遣
、
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
、

身
障
青
少
年
(
ろ
う
者
)
の
国
際

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
2
週
間
前
後

主
催
肘
世
界
青
少
年
交
流
協
会

※
派
遣
時
期
や
参
加
費
な
ど
、
詳

し
く
は
市
コ
ミ
セ
ン
(
包
⑪
3

1
6
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

明
日
か
ら
地
球
サ
イ
ズ
の
農
業
者
/

海
外
派
遣
農
業
研
修
生

海
外
で
農
業
を
体
験
し
な
が
ら

世
界
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
お
互

い
を
理
解
し
合
う
と
と
も
に
、
国

際
的
視
野
と
優
れ
た
経
営
能
力
を

備
、
え
た
若
者
を
育
成
し
ま
す
。

資
格
満
日
歳
i
m
歳

募
集
期
限

9
月
6
日
四

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
本
土

(
2
年

制
と
1
年
制
あ
り
)
、
ハ
ワ
イ
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ

派
遣
期
間

1
年
間
(
ア
メ
リ
カ

本
土
2
年
制
の
み
2
年
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
農
業
改
良
普
及
所
(
鬼
橋

町
宮
(
⑪
8
0
1
0
)



平成 5年 5月号広報おおむら

ピ
ー
ス
ワ
ー
ク

心
一
台
貝

手
持
ち
の
布
で
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
を
や
り
ま
せ
ん
か
。

例

会

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜

日
、
午
後
7
時
却
分
i
9
時
却
分

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月
2
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ

藤
本
(
包
(⑫
4

0

2
6
午
後
5
時
ま
で
、

宮
@
7

3

1
4
午
後
6
時
以
降
)

大
村
混
声
合
唱
団

団
員

後
7
時
却
分
1
9
時
却
分

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月
1
、
0
0
0
円
(
入

会
金
1
、

5
0
0
円
)

連
絡
先

田
中
(
夜
宮
@
0
2
8

8
)
 少

林
寺
拳
法
教
室

〈
云
=
貝

期

間

5
月
1
日
出
l
n
日
何

時

間

午
後
7
時
i
8
時

対

象

老
若
男
女
問
い
ま
せ
ん

受
講
料

無
料

問
い
合
わ
せ

大
村
支
部
(
宮
@

0
7
4
1
内
田
)
、
大
村
西
支
部
(
宮

@
2
8
9
8
坂
口
)

場
所

市
武
道
館
HH
月

・
水

・
金

曜
日
市
児
童
体
育
館
(富
の
原
1
丁
目
)

1
火

・
木
曜
日

z定 ぞど
j例 いうい
日 てぞ っ

爽樹鯵鐸曾喝闘圃昆 :毎号主S
J週く軽に
1火だに歌

みんなで専大おう ・さ練い
f金い習ま

歌は未来に夢を。 躍 。会せ

歌はやさしい心を。歌はすばらしい友を貝 号ゑ
あなたにはこんでくれる。午 の

さあ、みんな集まれ、 〈

大きな声で歌いましょう!

;対象 小学3年以上の男子 ・女子

/練習日 毎週土曜日、午後 2時-4時30分

〈場所 市コミセン : 

:会費 月2，000円 ; 

;申し込み・問い合わせ 大村少年合唱団育成;

i会 (fi@ 2 3 0 3富永)

ご
寄
寸{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
毎
熊

一
枝
(
久
原
1
丁
目
)
初

万
円
V
八
坂
ユ
キ
エ
(
原
口
町
)
叩
万
円

V
高
原
賢
三
郎
(
池
田
新
町
)
3

万
円
福
重
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
へ
V
磯
井
五
郎
(
立
福
寺
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
浦
郷
サ
ナ
エ
(
西
大
村
本
町
)
却

万
円
V
一
瀬
正
義
(
東
大
村
2
丁
目
)
5

万
円
V
大
浦
み
ど
り
(
玖
島
2
丁
目
)
却

万
円
V
麻
生
模
代
(
水
、
王
町
1
丁
目
)却

万
円
V
加
藤
三
代
春
(
長
崎
市
坂
本
町
)
叩

万
円
V
川
添
輝
彦
(
水
計
町
)
叩
万
円

V
宮
本
久
吉
(
原
口
町
)
刊
万
円

V
浅
井
和
巳
(
今
村
町
)
5
万
円

V
平
石
ウ
メ
子
(
今
村
町
)
印
万
円

。
一
般
寄
付

竹
松
小
学
校
へ

V
山
口
大
次
郎
(
竹
松
本
町
)

ル
ガ
ン
印
万
円
相
当

(
敬
称
略
)

オ

市
内
小
中
学
校
へ

V
大
村
市
連
合
婦
人
会
1
図
書
券

5
万
円
相
当

中
央
小
学
校
へ

V
野
口
内
科
甲
」
ど
も
医
院
1
テ
ン

ト
日
万
1
千
円
相
当

V
4
年
度
同
校
卒
業
生
保
護
者

一

同
l
テ
ン
ト
日
万
1
千
円
相
当

萱
瀬
小
学
校
へ

V
4
年
度
同
校
卒
業
生
保
護
者

一

同
l
テ
ン
ト
ほ
か
日
万
円
相
当

松
原
小
学
校
へ

V
4
年
度
同
校
卒
業
生
保
護
者

一

同
l
野
外
遊
具
ロ
万
円
相
当

福
重
幼
稚
園
へ

V
同
園
P
T
A
NH遊
具
施
設
お
万

円
相
当

松
原
幼
稚
園
へ

V
同
国
P
T
A
I
遊
具
初
万
円
相

当放
虎
原
幼
稚
園
へ

V
同
園
P
T
A
NH
テ
ン
ト
ほ
か
幻

万
円
相
当

大
村
小
学
校
へ

V
坂
口
国
商
庖
NH
不
用
品
撤
去
奉

仕V
陶
池
田
産
業
1
不
用
品
撤
去
奉

仕清
和
国
へ

V
東
海
大
学
落
語
研
究
会
1
慰
問

V
大
村
園
芸
高
校
家
庭
科
HH慰
問

V
久
原
養
護
学
校
1
劇
慰
問

V
新
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
コ
ス
モ
ス
歌
謡
ク
ラ
ブ
HH慰
問

V
松
尾
夕
子
(
水
主
町
2
丁
目
)

お
手
玉

社
会
福
祉
基
金
へ

V
松
尾
今
吉
(
杭
出
津
1
丁
目
)

1
万
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
公
園

前
庄
1
6
万
7
千
M
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
末
吉
岩
松

駅
前
庖
1
1
万
1
千
2
0
2
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
永
湖
屋
1
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
わ
か
ば
保
育
園
l
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
鈴
木
・
和
田

・
好
田
・
平
・
井

手
理
容
院

l
理
容
奉
仕

V
浦
上
キ
ミ
(
東
本
町
)
パ
ス
タ

オ
ル
ほ
か

V
高
田
製
材
所
HHま
な
板
材

V
堀

一
男
(
大
川
田
町
)

5
万
円

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
リ

奉
仕
V
井
手
要
(
立
福
寺
町
)
野
菜

慈
恵
荘
へ

V
峯
康
三
良
(
千
葉
県
我
孫
子
市
)

叩
万
円

V
田
代
ト
セ
(
植
松
3
丁
目
)
1

万
円
ほ
か

V
大
村
航
空
基
地
隊
営
内

一
同
l

1
万
円
・
奉
仕

V
森
林
治
夫
(
松
並
1
丁
目
)
3

万
円
V
植
松
婦
人
部
HH
石
け
ん
ほ
か

V
大
久
フ
ァ
ミ
リ
ー
1
果
物
ほ
か

V
小
川
ト
ク
(
大
里
町
)
果
物

V
永
測
屋

l
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

l

タ
オ
ル

V
山
浦
政
喜
(
水
田
町
)
ま
ん
じ
ゅ

、っV
吉
田
文
枝
(
西
三
城
町
)
花
束

V
吉
原
ヨ
シ
ノ
(富
の
原
1
丁
目
)

同
ザマ
牛
島
清
水
(
古
町
2
丁
目
)
ジ
ュ
ー

スV
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
果
物

V
一
瀬
武
(
今
富
町
)
3
万
円

V
田
口
肇

(
福
江
市
福
江
町
)
3

万
円
V
畑
中
シ
マ
(
木
場
2
丁
目
)
叩

万
円
V
田
川
園
男
(
小
川
内
町
)
叩
万

円V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
吉
田
文
枝
ほ
か

l
舞
踊
慰
問

V
山
口
決
(
松
原
本
町
)
叩
万
円

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
マ
ッ
ハ
ヤ

大
村
駅
前
底
1
3
万
7
千
2
1
4

円V
末
竹
誠
義
(
富
の
原
1
丁
目
)

6
8
2
円

庁

D
1
E
A
 



カレジヲ'a5月
5
月
は
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

2日
当番医 13日 機能訓練根気の会市コミセン 10: 00-13 : @ 

(日)
(内・小)松井 医 院久原2丁目 ft53-6624 (木) ⑪調理実習

(眼)楠木眼科医院東コ城町 ft52-2711 14日 4 歳 6か月児健康~査

3日
当番医 (劃

市コミセン ②13 :00-13 : 30 

@⑮…7日働と同じ

(月・祝)
(内・小)野口l相こども国完 西大村本町 ft52-2339 15日
(産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町 宮55-8355 (土)

耳とことばの相談樹止センター 13 :∞-15 :∞ 

4日
当番医 16日 当番医

(火・祝)
(小)出口小児科医院諏訪3丁目 ft52-2252 (日)

(内・小)琴尾 医 院西=城町宮52-2056

(内・外)原 医 院宮小路1丁目 ft55-8427 (外)松尾外科医院東本町 宮52-3331

18日
当番医 乳却児健康相談鈴田出張所 ⑮ :30-11 :∞ 

5日 銀}

(水・祝)
(内・小)中村医院東本町 ft52-2733 19日 妊婦教室(司 中地区公民館 13: 00-16 : 00 
(外・旺)山道医院桜馬場2丁目 ft53-2305 (水) ⑮母子健康子帳

6日
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 :∞-16: 00 3歳児健康診査大村保健所

(木)
⑮母子健康手帳

20日
⑧9 : 30-10 : 00 13: 00-13 : 30 

乳幼児健康相談福重出張所 ⑧13: 30-15 :∞ ⑪平成元年11月生まれ(元年5月-10月生まれ

妊婦教室(5)(4月期分)市コミセン 9 : 30-13 : 00 
(木) で、まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁
⑮母子健康子帳、問診票

定期巡回献血市役所 9: 30-12 : 00 

T歳6か月児健康診査市コミセン 21日 成人の健康相談福祉センター 13 : 00 -15 : 00 

ア日
⑧13:00-13:30 信白 @⑪…7日働と同じ

(劃
⑪平成3年10月生まれ(3年5月-9月生まれで、ま 23日 当番医
だ受けていない人も受診してください) (小)須田小児科医院植松3丁目 ft54-7200 

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
(日) (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 fi52-3070

成人の健康相談福祉センター 13 : 00-15 : 00 
24日

乳幼児健康相談 二浦出張所 ⑧'9:30-11 : 00 

⑬40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
ことばの教室市コミセン 13: 30-16 : 00 

当番医
(月) ⑮母子健康子帳、⑪ことばの発達などが気にな

9日 る幼児

(日)
(内)南野クリニック 乾馬場町 ft53-2233 妊婦教室(4) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 

(外・内)田崎医院古町1丁目 ft53-1234 26日 ⑮母子健康手帳

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ (水) 機能訓練根気の会 樹止センター集合 10 : (ゆ-14:∞ 

10日
市コミセン 9 : 30-11 : 00⑧9 : 00-9 : 30 

⑮ 〈ーベキュー

⑮母子健康手帳、ズボン 28日 4歳6か月児健康診査
(月) 寸支健康相談市役所 13: 00-16 : 00 (翁

市コミセン ⑧13:00-13:30 

@⑮… 7日働と同じ

⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 30日
当番医

11日
乳羽児健康相談市コミセン (日)

(胃・内)津田胃腸科内科医院 小路口本町 ft55-1507

⑧9 : 30-11 : 00、13:30-15:00
(整) 松永整形外科医院西大村本町雲言語当 。。

(火)
⑪離乳食教室 10: 30-15: 00 略号の説明 ⑪…対象 ⑧・・・受け付け ⑪・・・内容

12日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 ⑥…持ってくるもの

(水) ⑮母子健康手帳 当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月

1
回

発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
商
堂

人口の動き

4月T日現在

言十 75，744 
(ム 177) 

36，242 
(ム99)

39，502 
(ム78)

23，702 
(+ 1 8) 

男

人口

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

5 お気軽にご相談ください。

月 人権相談 ( 6日・木
型 行政相談 (13日・木
疋 法律相談 (19日・水
倒 (申し込みガ10人になり次第締め切ります)

~ ~通事故相談 (25日・火 10 : 00 -16 : 00) 
登 年金相談 (26日・水 10: 00 -15 : 00) 

口 不動産相談 (28日・金 13: 00-16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

10 : 00-15 : 00) 

9 : 30 -12 : 00) 

10 : 00-15 : 00) 

女

)内は前月比

-16一

世帯叡

5月の大村ボート(1日 -5日、 8日-12日、 15日-18日、
24日-25日・笹川賞場外発売、29日-6月3日・東西対抗戦)
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